
 

 

 

 

 

 

令和 ８ 年 度 

 
２０２６年 ４月 １日から 

２０２７年 ３月３１日まで 

 

 

事業計画書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市中央区上町Ａ番７号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 大 槻 能 楽 堂 

 

  



 2 

令和８年度事業計画 

 

 

当能楽堂は、ユネスコ無形文化遺産である我が国の舞台芸術｢能楽｣を広く一般に公開し、伝

統芸能の振興及び文化・芸術の普及に寄与するため、当法人が企画した公演等を上演し、また、

所有する能舞台等を貸与する活動を行います。 

 

 事業ごとの主な内容は以下のとおりです。 

 

１．能楽公演等事業 

 

（１）自主公演能事業 

 

能の魅力を探るシリーズ（全７公演） 

自主公演能の柱である「能の魅力を探るシリーズ」では、テーマに沿った能を一流の

演者により企画・上演しております。 

令和 8 年度のテーマは「時空を超えてタイムスリップ―出会いと別れ―」とし、能の

ストーリーの構成にスポットをあてて、さまざまな人間模様を描いた名作を選りすぐっ

て上演いたします。各回では小テーマを設け、作品理解を深める解説も交えながら、能

の奥深い魅力を多角的にご紹介いたします。 

上演にあたっては、全国の能楽界を代表する演者を配し、質の高い舞台芸術を提供し、

観客数の増加および能楽の普及・振興に寄与する企画として実施いたします。 

 

開催日 内容 出演者 

2026年 4月 25日 

お話「父と娘 刹那の出会」 三浦 裕子 

狂言「茶壷」 茂山忠三郎 

能  ｢景清 松門之応答｣ 浅井 文義 

2026年 5月 9日 
お話「夢での出会 幻の栄華」 小田 幸子 

能 「邯鄲 藁屋」 上田 拓司 

2026年 6月 28日 
お話「夫婦の出会 変わらぬ愛」 高桑いづみ 

能  ｢芦刈｣ 大槻 裕一 

2026年 8月 29日 
お話「母と子の出会 祈る声」 石淵 文恵 

能 「三井寺 無俳之伝」 赤松 禎友 

2026年 9月 27日 

お話「神と仏 救いが交わる時」 山中 玲子 

狂言「伯養」 善竹彌五郎 

能 「三輪 二段舞留 彩色」 武富 康之 

2027年 2月 20日 

お話「姉弟の出会 別れの涙」 松岡 心平 

能 「蝉丸 替之型 琵琶之応答」 
観世 清和 

観世三郎太 
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2027年 3月 20日 

お話「四季の出会 老い孤独」 宮本 圭造 

狂言「伊文字」 善竹 隆司 

能 「西行桜 杖之舞」 観世銕之丞 

 

 

ナイトシアター ろうそく能（全１公演） 

ろうそくの灯りに包まれた空間で能をご鑑賞いただく、恒例の人気公演です。 

本公演では、能と他ジャンル芸能との共演を通じ、新たな表現の可能性を提示すると

ともに、新規観客層の開拓を図ります。 

本年度は人気曲「船弁慶」を題材に取り上げ、講談師の旭堂南海氏、落語家の桂吉坊

氏を招き、『能』『講談』『落語』による三種同趣の特別構成とし、分野を越えた共演によ

り能楽への関心喚起と新たな観客層の獲得を目指し実施します。 

開催日 内容 出演者 

2026 年 7 月 10 日 

鼎談「波間に響く声」 旭堂南海・桂吉坊・大槻裕一 

講談「知盛の最期」 旭堂 南海 

落語「船弁慶」 桂  吉坊 

能 「船弁慶 重前後之替」 浦田 保親 

 
 

企画公演 今みたい能「リクエスト能」（全１公演） 

本年度、新しく「お客様もご参加いただける公演」として『リクエスト能』を企画致

しました。 

これまでの自主公演の中で、注目を集めた曲や話題性のあった演目から二十曲を選定

し、来場者および広く観客の皆様から投票を募ります。最も支持を得た一曲を上演する

ことで、観客の関心を直接舞台に反映させ、能楽への主体的な関わりを促す企画として

実施いたします。 

開催日 内容 出演者 

2026 年 10 月 18 日 

お話「五番立という歴史」 天野 文雄 

能「 ●●● 」 
※投票により決定 

上野 雄三 

   ≪演目リスト≫賀茂・高砂・田村・巴・通盛・屋島・井筒・采女・半蔀・松風・ 

          楊貴妃・俊寛・天鼓・融・鉢木・海士・項羽・小鍛冶・善界・土蜘蛛  

 

 

特別公演「王朝のロマン」（全２公演） 

本年度は日本の文化の原点ともいえる国風文化が誕生した平安時代を舞台にした能 2

曲を「王朝のロマン」と題して実施いたします。 

演目には、平安時代を舞台に、貴族の生き様や繊細な心情を描いた「野宮」と「実方」

を取り上げます。「野宮」に友枝昭世氏、「実方」に大槻文藏氏の両人間国宝を迎え、名

手による至芸に触れていただきます。関西圏では鑑賞機会の限られる貴重な舞台を提供
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し、能楽の芸術的価値を広く発信するとともに、能楽に興味を持つ契機となる公演とし

て実施いたします。 

 

開催日 内容 出演者 

2026 年 11 月 21 日 

お話「虚構と現実 一 
～『源氏物語』苦悩の女人像」 

村上  湛 

能 「野宮」 友枝 昭世 

2026 年 12 月 19 日 

お話「虚構と現実 二 
 ～流浪する風流貴公子の系譜」 

村上  湛 

復曲能「実方」 大槻 文藏 

 

 

新春能（全２公演） 

例年 1 月 3 日・4 日に開催する新春能は、全国の能楽界を代表する名人が一堂に会し、

新年の寿ぎを祝う恒例公演です。 

両日とも、天下泰平・五穀豊穣を祈念する祝言曲「翁」をはじめ、新春にふさわしい

演目を上演し、日本文化の継承と発信を担う貴重な機会として実施しております。 

本年度も、東西の名人名手ならびに中堅・若手能楽師の競演により、伝統芸能の魅力

を存分に体感いただくとともに、日本文化への理解と再認識を深めていただく公演とし

て実施いたします。 

 

開催日  出演者 

2027 年 1 月 3 日 

「 翁 」 大槻 文藏 ・ 茂山 逸平 

狂言「察化」 茂山千五郎 

能 「花筐 大返」 片山九郎右衛門 

2027 年 1 月 4 日 

「 翁 十二月往来」 梅若紀彰・梅若猶義・野村裕基 

狂言「二千石」 野村 万作 

能 「正尊 起請文 翔入」 観世 喜正 

 

※自主公演能事業の鑑賞理解の促進および新規観客の獲得に向けた取組 

能楽をより多くの方に分かりやすく楽しんでいただくとともに、新規観客の獲得お 

よび来場者満足度の向上を図るため、事前講座や音声ガイド等の取組を実施し、鑑賞 

理解を深める環境整備に努めております。令和 8年度も引き続き、以下の取組を実施 

いたします。 

 

 ・事前レクチャー 

お客様からのご要望および新規観客の獲得を目的として、令和 7年度より再始動した事前レ

クチャーは、参加者が徐々に増加し、好評を得ました。 

このため令和 8年度も、集客強化の一環として、「能の魅力を探るシリーズ」および「リクエ

スト能」の公演当日、開場前に実施いたします。 
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・当日演目の音声ガイド(日英) 

バリアフリーな能楽鑑賞の実現とインバウンド観光客の誘致を目的として、令和 4年度観光

庁「地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業【文化資源連携型】」、

令和 5年度「インバウンド誘客のための地域観光資源の多言語解説整備支援事業」および令

和５年度 文化資源活用事業費補助金（文化財多言語解説整備事業）の支援を受け、能・狂言

100曲の整備を目標に、日英による音声ガイドを整備してまいりました。 

現状では貸出数は多くないものの、インバウンド観光客の増加も踏まえ、令和 8年度も公演

当日の開演前および休憩中に、演目の簡潔な解説を日英の音声ガイドにより継続して提供い

たします。（令和 8年度終了時点で、能・狂言あわせて 83曲の整備を予定） 

 

  ・自主公演能パンフレット（おもて） 

   機関紙として発刊していた「おもて」を、令和 4 年度より自主公演能パンフレット「おもて」 

としてリニューアルし発行しております。自主公演能の内容を深く知っていただくだけにと 

どまらず、能楽に造詣の深い先生方からも寄稿をいただいており、内容が充実していると好 

評を得ております。鑑賞理解の促進に向け、今後も継続して発行してまいります。 

 

  ・謡曲教室 

   自主公演への勧誘も含めて一般の方を対象に見学・体験教室事業（謡曲教室事業）とし 

て実施いたします。 

 

 ・事前講座(協力事業) 

令和 5年度より当能楽堂にて開催されている「月イチ能楽講座 in 大槻能楽堂」（主催：大

槻裕一氏・成田奏氏）において、自主公演の演目を月ごとのテーマとして取り上げていただ

き、協力事業として本年度も実施いたします。 

参加者からは、内容をより深く理解できる講座として好評を得ており、自主公演能を鑑賞し

た後の満足度向上にもつながっております。これにより、自主公演への来場促進と鑑賞理解

の向上にもつながっております。 

 

 

（２）学生鑑賞能事業 

学生を対象に、能楽鑑賞に加え、ワークショップや体験教室を併せて実施いたします。 

本年度は年間 5 回程度の実施を予定しております。（高校 4 校・小学校 1 校） 

これまで長年にわたり、解説・狂言 1 番・能 1 番によるプログラムで実施してまいり 

ましたが、近年は修学旅行での鑑賞会や体験を主とした鑑賞会など、学校または旅行 

会社から多様な要望が寄せられております。 

そのため、能面体験や楽器体験などの参加型プログラムも取り入れ、将来を担う児童・ 

生徒に能楽に触れる機会を提供するため、こうした要望にも寄り添いながら柔軟なプ 

ログラム構成により実施いたします。 

 

 

（３）委託公演能事業 

 

1、恒例の有馬能楽堂における「有馬能」について、計２公演（能１公演、狂言 1 公演、）

を受託・実施し、より多くの方に伝統芸能・能楽に触れる機会を提供いたします。 

 

2、国指定重要文化財である春日神社能舞台で催す篠山春日能（4 月 11 日開催）の公演

を受託・実施し、より多くの方に伝統芸能・能楽に触れる機会を提供したします。 
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3、文化庁による「文化芸術による子供育成推進事業（舞台芸術等総合支援事業〈学校巡

回公演〉）」を受託・実施し、将来を担う子供たちの豊かな感性を育むとともに、芸術

鑑賞能力の向上および文化的地域格差の解消を図る。 

あわせて、下記の公演内容により、伝統芸能・能楽に触れる機会を提供する。 
◆はじめての能楽 (オープニング演奏・能楽についての解説) 
◆謡ってなぁに？（謡に挑戦／ 開催校の校歌 能 version を生徒と共演） 
◆エアで能の楽器体験！（囃子（はやし）解説/エア楽器体験) 
◆能で使うあれこれクイズ！（能面や小道具を紹介し、登場人物を当ててもらう） 
◆能面を付けて舞台を歩こう！（選抜生徒数名による能面体験） 
◆能楽を観てみよう（ストーリー説明・能「土蜘蛛」鑑賞） 
◆公演のまとめ・事後学習の説明 （紙製能面の配布） 

 

4、その他、下記公演等の受託を予定しています。 

・春の謡会（主催：大阪府・大阪市・大阪文化芸術事業実行委員） 

  「(謡う)」という共通のテーマのもと、古典の能楽と現代音楽の競演を登録有形 

文化財である「大槻能楽堂」にて開催する公演 
 

 

（４）見学・体験教室事業 

1．謡曲教室事業 

能の基である謡を広める為の謡曲教室を開催。 

愛好家の方や初心者の方々など一般の方を広く集め、参加していただき、自主公演 

能上演曲を中心に、謡曲・能楽愛好家の増進を図ります。 

1 クール 10 回で年 3 回実施いたします。 

 

2．見学・体験プログラム（能舞台見学・能楽解説・楽屋案内等） 

本プログラムを実施し、より一層多くの方々に能楽に触れる機会を創出いたします。 

 

 

 

２．能楽堂等貸与事業 

 

（１）能楽堂施設の貸与 

 

   伝統芸能「能楽」の振興及び普及を図るため、これを目的とする活動を行う団体や個

人（この目的に賛同するものを含む。）に対して当法人が所有する能楽堂を貸与します。

能楽の公演会場としては年間４９回以上、稽古場としては年間３５０回以上の貸与予

定です。しかし、能楽の公演に限ることなく、日本の様々な芸能の祖である能の本拠

地「能舞台」を使用することでそのルーツを認識し、特色を活かせる芸能活動に対し

て積極的に貸与いたします。 

 

※能楽普及・応援キャンペーン 

能楽の普及活動の一環として、より多くの魅力的な能楽公演の開催をあとおしする 

ため、また能舞台の利用促進に向けて、施設利用者（能楽）向けにキャンペーンを実施いた

します。 

 

（２）その他能面・能装束及び作り物の貸与事業を行います。  
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３．大槻能楽堂改修工事 

 

当能楽堂は昭和 10 年に設立し、建物の老朽化に伴い昭和 58 年に大規模改築を実施いた

しました。改築から三十年余りが経過し、各所・各設備において耐用年数の経過および経

年劣化が見られることから、令和元年より段階的に改修工事を開始しております。 

 

令和元年…客席座席の入替工事、地下トイレのリニューアル工事ロビーの壁面塗装工事、 

建物の外壁塗装工事 

令和 2年…１Ｆ多目的トイレの新設工事、空調機器更新工事、放送機器更新工事、 

照明設備（LED化）工事、イヤホンガイドブース３室設置工事 

令和 3年…能舞台修繕工事、作り物置場整理改修工事、映像・音響設備改修工事 

令和 6年…キュービクル及び発電機更新工事、1Ｆ鏡の間・装束部屋空調機更新工事 

喫茶コーナー改修工事 

令和 7年…スプリンクラーポンプ・消火栓等更新工事、 

防煙防火ダンパー地下ピット更新工事、地下階便所系統送風機更新工事、 

蔵空調更新工事、機械室空調機改良工事、舞台修繕、 

舞台モニターカメラ等更新工事、客席天井非常照明修理、 

オペレーター室改修・音声ガイド機器設置ＢＯＸ設置工事、 

客席天井スプリンクラー補修工事 

 

 

今後も、世界無形文化遺産である能楽を末永く公開し続ける活動拠点でありたいと考え、

改修工事を継続してまいります。本年は十分な工事期間の確保が難しい状況にあるため、

下記改修工事の実施に向けた計画および準備を進めてまいります。 

 

≪今後の工事予定内容≫ 

 

①防水工事（屋上・見所後方屋外）②給水工事（受水槽の撤去及び直圧式への変更） 

 

 

以 上 


